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2024年度 第1回 医療放射線技術研究会「放射線医療分野におけるデータサイエンス」

開催目的
　計測技術の医療応用を目指している中堅・若手をはじめとした研究者から、臨床現場に携わる医師・診療放射線技師・
医学物理士までが集まり、放射線物理の医療応用について情報交換を行うこと。

開催内容
　「放射線医療分野におけるデータサイエンス」をテーマに、各分野でとても著名な先生方にご講演を頂いた。応用物理分
野と医療分野を跨ぐ参加者同士で、ご講演頂いた研究内容や事業活動等について、今後の発展を含め議論した。

開催結果(成果)
　本会はこれまで、年2回夏冬の時期で、首都圏に位置する東京都立大で開催していた。開催地を理由に参加できていな
かった方々や、新しい分野の研究者・医療人との交流の機会を設けるため、今回初めて大阪大学で開催した。データサイ
エンスは、数学/統計学/計算機科学/人工知能(AI)等を横断的に活用して膨大なデータから有益な知見を導き出す学問
である。一方で、応用物理学会学術講演会の大分類「放射線」に属する発表では、こういった発表はそれほど多くなかっ
た。そこで放射線分野の特徴的技術であるモンテカルロシミュレーションと、AIを駆使した医療データ・画像処理技術など
を結びつけるような議論が出来ないかと考え、それらに焦点を当ててバランスよく情報を収集できるような会を企画した。
会前半の3名は主に物理系の先生方、後半の3名は主に医用画像を専門とする先生方にご講演をお願いしてプログラム
を構成した。質疑応答では活発な意見交換がなされ（写真左）、無事に上記の目的を達成して盛会のうちに終了すること
が出来た。現地参加者は若手・中堅の方が多く、オンライン参加者も担当幹事の面識のある方々の範囲内ではあるが、
若手・中堅の方が多い傾向にあった。
　はじめに、初の阪大開催に尽力下さった西尾先生からご挨拶があり、今後も阪大開催を前向きに考えていて本会の発
展にご協力を頂ける旨、お話し頂いた。講演者1人目の佐藤先生からは、PHITSの概要とその医学物理応用、及びデータ
サイエンスとの接点についてご講演を頂いた。2人目の阿蘇先生からは、Geant4/PTSIMの紹介と完全モンテカルロシミュ
レーションの役割についてご講演を頂いた。3人目の古徳先生からは、X線胸部画像から肺高血圧症を診断するためのAI
技術に関する研究、生活習慣病を早期診断するAI技術などについてご講演を頂いた。4人目の永田先生からは生成AIの
最新動向と新しい活用についてご講演頂いた。生成AIで顔画像を生成できることを応用したアイドル顔画像分析プロジェ
クトの話は、聴衆の反響が大きかった。5人目のカリス先生（写真右）からは、日本の医用画像データで医療AI/創薬AI革
新を起こすべく行っている活動内容についてご講演頂いた。日本は臨床データを使った医療AI研究が諸外国に比べて遅
れている点を問題提起していた。6人目の土井先生からは、CTからPET-CT画像を予測するAI研究や、今後のAI医療の未
来像などをお話し頂いた。最後に、放射線分科会長より閉会の辞が述べられ、今後の応用物理学会学術講演会でも今回
の内容に関連するような発表を積極的に行って貰えたら尚良い旨、ご意見を頂いた。参加者だけでなく、放射線分科会及
び応用物理学会にも良い効果を与える会に出来たと考えている。

西暦 2024年　7月　6日

現地＆オンラインのハイブリッド開催　（現地会場：大阪大学医学部保健学科棟
（吹田キャンパス）第1講義室）

　　113名（内応用物理会員  15名）

応用物理学会放射線分科会、次世代のがんプロフェッショナル養成プラン大阪
大学大学院医学系研究科保健学専攻「高度医学物理士養成コース」
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